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11 月 30 日（金） 精神大国をめざして 

今日、わが国は経済大国と言われるまでになりましたが、

人びとの心の面、精神面を高めるということについては、

とかくなおざりにされがちだったように思います。これか

らは経済面の充実とあわせて、お互い国民の道義道徳心、

良識を高め、明るく生き生きと日々の仕事に蹄みつつ、自

他ともに生かしあう共同生活をつくりあげていく。あわせ

て日本だけでなく海外の人びと、ひいては人類相互のため

の奉仕、貢献ができる豊かな精神に根ざした国家国民の姿

を築きあげていく。そのような精神大国、道徳大国とでも

呼べる方向をめざして進むことが、今日、国内的にも対外

的にも、きわめて肝要ではないかと思うのです。 

 

12月 1 日（土）自分の最善を尽す 

太閤秀吉という人は、ぞうり取りになれば日本一のぞう

り取りになったし、炭番になれば最高の能率を上げる炭番

になった。そして馬回り役になったら、自分の月給をさい

てニンジンを買い、馬にやったという。このため嫁さんが

逃げてしまったということだが、そこに秀吉の偉大さがあ

る。馬番になったが「オレはこんな仕事はいやだ」などと

言わずに、日本一の馬番になろうと努力した。 

つまり、いかなる環境にあっても、自分の最善を尽し、

一日一日を充実させ、それを積み重ねていく。それが役に

立つ人間であり、そのようなことが人を成功に導いていく

道だと思ったのである。 

 

12 月 2 日（日）忍ぶべきを忍ぶ 

誠心誠意いいものをすすめたけれども用いてくれない

というので憤慨し、これは相手が暗愚だからしようがない

とやけになって、結局うちこわしになってしまうというこ

とが、ままあるようです。 

しかし、そういうことでは、私は大したことはできない

だろうと思います。用いてくれなければ時をまとう。これ

だけ説明してもだめだというのは、これは時節がきていな

いのだ──そう考えてじっと忍耐していくところから、無

言のうちに知らしめる、というような強い大きな誠意が生

まれてきます。そしてそのうちに、相手がみずから悟るこ

とにもなって、それが非常な成功に結びつくことにもなり

ましよう。 

 

12 月 3 日（月）広い視野 

 今日では、世界の一隅に起こったことも、それが瞬時に

全世界に伝わり、さまざまな影響を及ぼす。そのような中

で、自国の範囲だけ、自分の会社、団体の範囲だけの挟い

視野で事を考え、行動していたのでは、往々にしてあやま

ちを犯すことになってしまうと思う。いま、視野の広さと

いうのは、指導者にとって、欠くことのできないものであ

ろう。 

 指導者はみずから世界全体、日本全体といったように広

い範囲でものを見るよう常に心がけつつ、一国の運営、会

社や団体の経営を考えなくてはならないし、また人びとに

そうした広い視野を持つことの大切さを訴えていかなく

てはならないと思う。 

 

12 月 4 日（火）事あるたびに 

私は、世の中というものは刻々と変化していき、進歩発

展していくものだという見方を根本的に持っています。何

か事あるたびに、この世の中はだんだんよくなっていくと

思っているのです。 

あの誤った戦争をして、あれほどの痛手を被ったにもかか

わらず、今日のように繁栄の姿になっているのは、どうい

う問題が起ころうとも、世の中は一刻一刻進歩発展してい

くものだということを表わしている一例ではないでしよ

うか。あの戦争があってよかったとは決して思いませんが、

しかしどういう事があった場合でも、お互いのあり方次第

で、それが進展に結びつく一つの素因になるのではないか

と思います。 

 

12 月 5 日（水）恩を知る 

 恩を知るということは、人の心を豊かにする無形の富だ

と思います。猫に小判ということがありますが、せっかく

の小判も猫にとっては全く価値なきものにすぎません。恩

を知ることはいわばその逆で鉄をもらってもそれを金ほ

どに感じる。つまり鉄を金にかえるほどのものだと思うの

です。ですから今度は金にふさわしいものを返そうと考え

る。みんながそう考えれば、世の中は物心ともに非常に豊

かなものになっていくでしょう。もとも、この恩とか恩返

しということは決して要求されたり、強制されるものでな

く、自由な姿でお互いの間に理解され浸透することが望ま

しいと思います。 

 

12 月 6 日（木）適正な給与 

だれしも給与は多い方がよいと考えます。その考え方自

体は決して悪いとは思いません。しかし、会社がかりに多

くの給与を出したいと念願しても、会社の一存によって実

現できるかというと必ずしもそうはいかないと思います。

やはり、それだけの社会の公平な承認が得られて、はじめ

てそれが許され、恒久性を持つわけです。 

給与が適切であるか否かは、会社にも従業員にも、その

安定と繁栄にかかわる重大な問題であり、同時に社会の繁

栄の基礎ともなるものです。お互いに十分な配慮のもとに、

絶えざる創意と工夫を加えて、その適正化をはかっていか

なければならないと考えます。 

 


